
使用済燃料再処理・廃炉推進機構 第73回運営委員会 議事概要 

 

１ 開催日時 2024年 6月 5日（水）13:30～16:00 

２ 開催場所 外部会議室 

３ 出席委員 近藤駿介（委員長）、山口彰（委員長代理）、秋池玲子、井口哲夫、 

小澤俊朗、斉藤拓巳、佐久間総一郎 

  出席理事 佐藤敏秀（理事長）、増田博武（副理事長）、板垣雄士、出光一哉、 

胡居宏明、河合雅彦、平畠暁、水田仁 

出席監事 山上圭子 

４ 議事の経過及び結果 

（１）運営委員会の成立状況の確認 

本日の運営委員会の出席者は15名であった。定款第11条第1項に定める運営委員会の

成立要件である総数の過半数が出席しているので、本運営委員会が成立したことを確

認した。 

 

（２）議案審議及び自由討議 

【決議事項】 

第 1号議案 再処理等拠出金単価決定の件 

○事務局から、これまでの運営委員会における討議を踏まえた 2023年度の特定実用発

電用原子炉の運転に伴って生じた使用済燃料の単位数量当たりの拠出金単価の決定

に関する議案の説明を受けた。 

○委員長が議案に対する賛否を議場に諮ったところ、全員異議なく賛成し、原案のとお

り可決された。 

 

第 2号議案 2023事業年度決算の決定等の件 

○事務局から、2023 事業年度財務諸表、事業報告書及び決算報告書について説明を受

けるとともに、2023 年度余裕金運用実績について報告を受けた。また、監事から、

当該事業年度の業務執行について監査した結果、適正に実施されていること、並びに

財務諸表及び決算報告書は適正であると認めるとの監査報告を受けた。 

○委員長が議案に対する賛否を議場に諮ったところ、全員異議なく賛成し、原案のとお

り可決された。 

 

第 3号議案 2024年度廃炉実施計画確認の件（関西電力株式会社） 

○事務局から、関西電力より提出された廃炉実施計画について説明を受けるとともに、

その内容が認可業務計画（廃炉推進業務中期計画）に適合している旨、事務局での確

認結果について報告を受けた。 



○委員長が議案に対する賛否を議場に諮ったところ、全員異議なく賛成し、原案のとお

り可決された。なお、水田理事は本議案につき特別利害関係を有するため、議決に加

わっていない。 

 

第 4号議案 2024年度廃炉実施計画確認の件（九州電力株式会社） 

○事務局から、九州電力より提出された廃炉実施計画について説明を受けるとともに、

その内容が認可業務計画（廃炉推進業務中期計画）に適合している旨、事務局での確

認結果について報告を受けた。 

○委員長が議案に対する賛否を議場に諮ったところ、全員異議なく賛成し、原案のとお

り可決された。なお、平畠理事は本議案につき特別利害関係を有するため、議決に加

わっていない。 

 

第 5号議案 2024年度廃炉実施計画確認の件（東北電力株式会社他５社） 

○事務局から、東北電力、東京電力ホールディングス、中部電力、中国電力、四国電力、

日本原子力発電より提出されたそれぞれの廃炉実施計画について説明を受けるとと

もに、各事業会社の内容が認可業務計画（廃炉推進業務中期計画）に適合している旨、

事務局での確認結果について報告を受けた。 

○委員長が議案に対する賛否を議場に諮ったところ、全員異議なく賛成し、原案のとお

り可決された。 

 

（第 3～5号議案の取りまとめにあたっての事務局作業に関する委員からの主な意見は

以下のとおり） 

○事務局の確認プロセス及び確認結果は適正である。機構における確認プロセスの品

質の確保が重要であり、今後、適宜、確認方法の改善等に努めてほしい。 

○各社の工事内容を横並びで比較することは重要であり、今後はそこから得られる事

業者間の違いの評価、グッドプラクティスの提供を実施してほしい。 

○廃炉作業を先行している電力で得られた技術・知見について、有用なものがあれば機

構より他社へ共有を図っていくべき。 

○廃炉費用に関して、今後は廃炉作業が日本全体で進んでいくことから、全体最適の視

点で実績を評価し廃炉費用の適正化に取り組んでほしい。 

 

【報告事項】 

a.主な業務の執行状況について 

理事長及び副理事長から、主な業務の執行状況について報告を受けた。 

＜添付資料＞ 

「主な業務の執行状況」 

 

20240605_2.pdf


 

b.その他 

事務局から、廃炉拠出金について、その検討状況に関する報告を受け、自由討議を行

った。 

委員から、廃炉拠出金には福島第一の廃炉費用を含むのか、との質問があり、事務局

より当該費用は対象外であると回答した。 

委員から、廃炉拠出金の設定については、廃炉の進捗等に応じて見直しができるよう

にすべき、との意見があった。 

以上を踏まえ、引き続き事務局において検討を進めることとした。 

 

（３）その他 

委員長は、議事概要に記名押印する者として、委員長の他、山口委員長代理及び佐

藤理事長の3名を指名したい旨を提案したところ、全員異議なく賛成した。 

 

 

本運営委員会の議事の経過概要及びその結果を明確にするため本議事概要を作成

し、前記3名は次のとおり記名押印する。 

 

使用済燃料再処理・廃炉推進機構 

 運営委員会 

委員長      近藤 駿介       印 

 

 

委員長代理    山口  彰       印 

 

 

理事長      佐藤 敏秀       印 

 

以 上 


